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教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー（2024 年度） 

 

経済・ビジネス研究科の教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

博士前期課程は、前述の学位の授与方針に掲げる理論的及び実証的な研究を行わせるために、専攻分野に関する授業科目を体

系的に編成し、講義、セミナー、演習等を適切に組合せた高度な授業と優れた研究指導を行う。 

《経済学専攻》 

１． 経済学専攻では、グローバル化、リージョナル化、情報化及びサービス化それぞれの現状を把握し、理論に基づく科学的 

分析を遂行する技能を身につけることができるカリキュラムを設置する。 

２． 経済分野とその関連分野または地域づくり分野とその関連分野で幅広く高度な専門知識と実践的応用力を身につけること 

ができる科目で構成される。 

《現代ビジネス専攻》 

１． 現代ビジネス専攻では、企業環境を意識して、ビジネスで競争優位を担うビジネスパーソン、マーケティング分野の専門 

的職業人、戦略的マーケティングにおけるICT活用人材の育成を目的としたカリキュラムを設置する。 

２． ビジネス・会計・観光分野とその関連分野またはマネジメント分野とその関連分野で幅広く高度な専門知識と実践的応用 

力を身につけることができる科目で構成される。 

 

＜博士後期課程＞ 

博士後期課程は、学位授与方針で示す能力を大学院生が身につけることができるよう、次に挙げる方針に基づき、研究者とし

て自立し、高度な水準で研究成果を上げるための体系的なカリキュラムを編成する。 

１． 経済学領域の経済分野では、経済理論と応用経済学など、経済学領域の地域づくり分野では、地域政策と地域産業などを 

中心に最先端の知識とその実践的応用能力を身につけることができるカリキュラムを設置する。 

２． 現代ビジネス領域のビジネス・会計・観光分野では、マーケティング、流通システム、財務会計及び観光産業など、現代 

ビジネス領域のマネジメント分野では、経営理論、国際経営システム及び人的資源管理などを中心に最先端の知識とその実 

践的応用能力を身につけることができるカリキュラムを設置する。 
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工学研究科の教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

工学研究科では、「機械システム分野」、「電気情報技術分野」、「物質生命化学分野」、「土木デザイン分野」、「建築デ

ザイン分野」の５つの研究分野のいずれか１つの研究分野を拠点としつつ、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラム構

成とする。 

１．国際社会や地域社会及び産業界の多様な要請に対応するため、研究開発能力の養成を目的とする教育プログラムを設置す 

る。 

２．必要に応じて他の４研究分野における教育を受け、幅広く学識を身につけることができるカリキュラムで編成する。 

３．実践力及び応用力を養成する大学院共通科目として、高度基盤研究およびプロジェクト実践演習に代表される高度プロジ 

ェクト型研究科目を設置する。 

 

＜博士後期課程＞ 

工学研究科では、前期課程を構成する５研究分野を統合した産業技術デザイン分野を設置し、高度な専門知識及び高度な研究

開発能力を養成するため、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラムを編成する。 

１．段階的に知識及び能力を養成するため、１年次および２年次に各研究指導教員が担当する「特別演習」を配当する。 

２．３年次に研究成果をまとめて博士学位論文を作成するための「特別研究」を配当する。 

３．昼夜開講制をとり、社会人に配慮した教育研究指導を行いながら、身につけた成果を国際社会や地域社会に還元できる人 

材を育成する。 

 

 

芸術研究科の教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

芸術研究科では、学位授与方針で示す能力を修得できるように、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラ 

ムを編成する。 

１．芸術の新しい課題に対応できる個性と感性及び創造力や表現力を持った人材を育成する。 

２．講義、演習等の授業科目を体系的に組合わせた高度な授業を通して、自身の専門分野を含めた幅広い知識・技術・技能を 

学び、多様な芸術領域でリーダーとして中心的役割を担う人材を育成する。 

３．芸術分野の研究者として高い倫理観に基づき、国際社会や地域社会の多様な課題を発見し、それを芸術の視点から独創 

的、合理的に導く能力を修得し、社会に還元できる人材を育成する。 

 

＜博士後期課程＞ 

芸術研究科では、学位授与方針で示す能力を修得し、研究者として自立し、高度な水準の研究成果を上げることができるよう

に、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラムを編成する。 

１． 芸術諸領域における高度な知識・技術・技能、研究創作や研究開発等の遂行力を修得し、社会で活躍できる自立した人材 

を育成する。 

２．研究分野において必要な倫理観と優れた指導力、豊かな学識や学際的視点を備えた人材を育成する。 

３．修得した能力を国際社会や地域社会に還元できる人材を育成する。 
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国際文化研究科の教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

国際文化研究科では、学位授与方針で示す能力を修得できるように、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュ 

ラムを編成する。 

１． 国際文化・臨床心理学研究分野ともに、高いコミュニケーション能力と創造性を基盤とする豊かな教養と人間性を持った 

人材を育成する。 

２． 講義、演習、実習の授業科目を体系的に組合わせた高度な授業を通して、幅広い知識・技術・技能を学び、国際文化、臨 

床心理学領域を含む幅広い分野でリーダーとして中心的役割を担う人材を育成する。 

３． 国際文化・臨床心理学分野の研究者として高い倫理観に基づき、国際社会や地域社会の多様な課題を発見し、それをそれ 

ぞれの研究分野の専門性に基づき解決できる能力を身につけ、社会に還元できる人材を育成する。 

 

＜博士後期課程＞ 

国際文化研究科では、学位授与方針で示す能力を大学院生が身につけることができるよう、次に挙げる方針に基づき、研究者

や指導的実践家として自立し、高度な水準の研究成果や実績を上げるための体系的なカリキュラムを編成する。 

１． 文化、教育、臨床心理の各領域について、高度で専門的な知識・技能、研究・開発における遂行力を修得し、社会で活躍 

できる自立した人材を育成する。 

２．研究分野において必要な倫理観と学際的視点を備えた人材を育成する。 

３．語学力を含めた高度なコミュニケーション能力と実践力を身につけ、成果を国際社会や地域社会に還元できる人材を育成 

する。 

 

 

情報科学研究科の教育課程編成・実施の方針：カリキュラム・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

学位授与方針で示す能力を身につけることができるよう、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラムを編成する。 

１．学生自身の研究分野ならびに関連分野以外の内容も幅広く履修する教育カリキュラムを編成する。 

２．最先端の情報科学・情報技術を理解・応用できる人材を育成できるカリキュラムを編成する。 

３．遠隔授業や昼夜開講制を取り入れ、企業技術者や情報教育担当者などの社会人が継続して学べる機会を提供する。 

 

＜博士後期課程＞ 

学位授与方針で示す能力を身につけることができるよう、次に挙げる方針に基づき、体系的なカリキュラムを編成する。 

１．高度な研究活動を自立的に行う人材を育成する。 

２．１年次～３年次において「情報科学特別セミナー」及び各研究指導教員が担当する「情報科学特別研究Ⅰ」、「情報科学 

特別研究Ⅱ」を履修し、博士学位取得を目指しての研究及び学位論文作成を行う。 

３．遠隔授業や昼夜開講制を取り入れ、社会人学生の事情に配慮した教育研究指導を行う。 


